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末の総ポリフェノール含量 ( クロロゲン酸相当 ) は，2.58 ± 0.16mg/ ｇ，抗酸化能の活性は，平均 3.6
μ mol Torolox / ｇであった．梅果汁を粉末化した製品をラットの食餌に 0.5％，3.0％濃度を投与し血
液成分の影響を検討した．ラットの生育には対照と比較し影響なかった．肝臓重量は高値（ｐ <0.05）
に認めた．血清グルコースは，他の成分と拮抗して血糖値の上昇を抑制し，血糖値が低下（ｐ <0.05）

































　 ② DPPH ラ ジ カ ル 捕 捉 活 性 は， 試 薬 1,1 －








（25 倍希釈），果汁と同様に 80% エタノール抽出液と
した．なお，DPPH 溶液は使用直前に調製した．
　DPPH ラ ジ カ ル 消 去 能 の 測 定 は，Sigma 社 製
Trolox を検量線に用いて分光測定法にておこなった 5)．
2. 実験動物試験
　ラットは Wistar 系，雄，5 週齢 18 匹を 3 群に分け
た（日本チャールス・リバー株式会社）．コントロー
ル群の飼料を用いて予備飼育をして順応させ，体重な
どの個体差を観察した．1 群 6 匹とし，できるだけ同
じになるように群分けをおこない，実験飼料 3 群の
投与を 5 週間飼育管理した． 飼料組成は，AIN-93G
を基準にコントロール食（C 群），紅映梅果汁粉末（梅
果汁末 16％，デキストリン 84%）を飼料の 0.5％（U0.5








コーンスターチ 52.95 50.32 37.2
ミルクカゼイン 20.00 20.00 20.0
スクロース 10.00 10.00 10.0
大豆油 7.00 7.00 7.00
ミネラル混合 ** 3.50 3.50  3.50
ビタミン混合 * 1.00 1.00 1.00
L- シスチン 0.30 0.30  0.30
重酒石酸コリン 0.25 0.25  0.25
BHQ  0.0014  0.0014  0.0014
セルロース 5.00 4.50 2.00
紅 映 梅 果 汁 粉 末
*** 0..0 3.13  18.75
*　AIN-93 ビタミンミックス　**　AIN-93 ミネラルミックス
*** 紅映梅果汁粉末 ( 福井県産 )（梅果汁末 16％，デキストリン 84%）







































は，876 ± 10㎎ /100mL であり，梅果汁粉末は，8
± 0.05 ｇ /100 ｇであった．総ポリフェノール量
( クロロゲン酸相当 ) は，梅果汁 100 ％は，71.76 
± 2.21mg/100mL であり，梅果汁粉末は，2.58 ±
0.16mg/g であった．PAO 抗酸化能（抗酸化能（Cu
還 元 力： 尿 酸 相 当 ） は， 梅 果 汁 100 ％ は，201.1 
22.5mg/100mL であり，梅果汁粉末は，9.9 ± 1.2mg/
g であった．
　抗酸化能（DPPH ラジカル消去能）は，梅果汁
100 ％は，平均 110 μ mol Torolox/100mL であり，
梅果汁粉末は，平均 3.6 μ mol Torolox /g であった．
供試した梅加工品の有機酸含有量は，クエン酸相当量
としたが，他の有機酸やアスコルビン酸も含有してい






















U3.0 群の飼料 100g 当たりには，クエン酸 210mg，











データは平均値で表し ( ｎ =6)，3 群間には有意差なしとした．














HDL コレステロールに 3 群で 5% の有意差が認めら
れなかった．グルコースは，C 群と U3.0 群，C 群と






　尿素窒素は，C 群と U0.5 群の間に高値の有意差が














　 Control diet 0.5％ powder 3.0%powder
グルコース（mg/dl） 161.3 ± 20.5 138.2 ± 11.9 * 137.5 ± 05.7   *
総タンパク質（ｇ /dl） 5.7 ± 00.6 5.3 ± 00.3 * 05.4 ± 00.2 **
尿素窒素（mg/dl） 14.6 ± 01.1 17.9 ± 02.4 * 15.4 ± 02.2 **
AST(U/l) 7.3 ± 00.5 5.4 ± 00.5 * 5.8 ± 00.4 　
ALT(U/l) 108.3 ± 15.5 86.7 ± 13.2 * 74.5 ± 10.1  *
HDL- コレステロール (mg/dl) 48.5 ± 09.8 46.3 ± 07.5 * 43.8 ± 05.2  *
総コレステロール （mg/dl） 76.3 ± 10.1 69.8 ± 16.6 * 66.8 ± 11.8  *
中性脂質（mg/dl） 62.8 ± 23.4 61.6 ± 33.6 * 52.2 ± 17.6  * 
Fe（μg/dl） 4.99 ± 00.8 6.41 ± 01.0 * 6.49 ± 00.7  *
Mg(mg/dl） 2.0 ± 00.2 1.1 ± 00.2 * 2.1 ± 00.2  *
Ca（mg/dl） 8.7 ± 01.4 8.9 ± 02.1 * 10.6 ± 00.5  *
IP（mg/dl） 8.8 ± 00.9 5.7 ± 01.1 * 8.7 ± 01.1  *
Na(mEq/l) 131 ± 10.1 112 ± 09.4 * 123 ± 06.6  *
K（mEq/l） 　7.3 ± 00.5 5.4 ± 00.5 * 5.8 ± 00.4  * 
　データは平均値±標準偏差で表す（n=6）．　* ｐ＜ 0.05 でコントロール群との有意差を示す．
	 　	 　 　
ｇ / 体重当たり Control diet 0.5％ powder 3.0%powder
肝臓 14.60 ± 1.30 15.19 ± 1.35 * 15.62 ± 1.94 *
脾臓 1.00 ± 0.08 1.07 ± 0.11 * 0.92 ± 0.10 *
腎臓 2.88 ± 0.14 3.13 ± 0.20 * 3.12 ± 0.20 *
大腿骨 1.53 ± 0.04 1.45 ± 0.09 * 1.53 ± 0.05 *
盲腸 2.89 ± 0.28 3.17 ± 0.69 * 3.82 ± 0.64 *
内容物ｐＨ 6.90 ± 0.07 6.95 ± 0.13 * 7.16 ± 0.13 * 
　データは平均値±標準偏差で表す（n=6）．　* ｐ＜ 0.05 でコントロール群との有意差を示す．
表 3　　梅果汁粉末飼料摂取がラットの臓器重量に及ぼす影響
　表２　　梅果汁粉末飼料摂取がラットの血清生化学値に及ぼす影響






収が促進される．U0.5 群と U3.0 群が共に血清鉄が
高い傾向を示したのは，梅のクエン酸により鉄の吸収
が促進されたためと考えられる．マグネシウム，無機
リンは，C 群と U0.5 群の間に 5% で有意差が認めら





腸（内容物）は，C 群と U0.5，U3.0 群との間に 5%
で有意差が認められた．また，盲腸内容物の pH は
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